
〈
翻
訳
〉イ

ン
ド
・
ヒ
ト
臓
器
移
植
法

粟

屋

剛

〔
訳
者
は
し
が
き
〕

 
本
稿
は
イ
ン
ド
の
コ
九
九
四
年
ヒ
ト
臓
器
移
植
法
爵
①
目
窪
口
ω
覧
9
。
暮
9
江
。
巨
o
h
口
聖
上
碧
9
σ
q
き
ω
＞
9
お
逡
」
の
翻
訳
で
あ
る
。

同
法
（
案
）
は
、
上
院
国
缶
貯
9
ω
9
げ
冨
を
一
九
九
三
年
五
月
五
日
、
下
院
い
。
犀
ω
9
窪
㊤
を
一
九
九
四
年
六
月
一
五
日
、
そ
れ
ぞ
れ
通
過

し
、
一
九
九
四
年
七
月
八
日
、
大
統
領
の
署
名
に
よ
り
成
立
し
た
。

 
同
法
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
イ
ン
ド
の
移
植
事
情
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
条
文
そ
の
も
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
八
九
年
ヒ

ト
臓
器
移
植
法
自
註
ヨ
雪
9
σ
q
導
日
冨
垂
下
幽
棲
ω
＞
9
お
。
。
⑩
を
、
一
部
で
は
あ
る
が
、
参
考
に
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

 
同
法
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、
脳
幹
死
を
認
め
、
脳
（
幹
）
死
体
か
ら
の
臓
器
摘
出
を
許
容
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
臓
器
の
商
業
取
引

を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
同
法
制
定
の
経
緯
や
運
用
状
況
の
紹
介
さ
ら
に
は
他
の
国
の
立
法
と
の
比
較
な
ど
、
な
さ
れ
る
べ
き
作
業
は
多
い
が
、
こ
こ
は
条
文
の

訳
出
に
止
あ
、
他
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

 
な
お
、
条
文
の
訳
出
に
当
た
っ
て
、
（
一
）
原
文
に
お
い
て
用
語
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
（
二
）
日
本
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
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二

に
よ
っ
て
意
味
が
不
明
確
に
な
る
場
合
、
（
三
）
適
切
な
訳
語
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
一
応
の
訳
語
を
あ
て
る
場
合
、

し
分
け
が
難
し
い
の
で
そ
れ
を
し
な
い
場
合
な
ど
、
適
宜
、
訳
語
と
共
に
原
語
を
表
示
し
た
。

（
四
）
類
義
語
の
訳

ヒ
ト
臓
器
移
植
法
（
一
九
九
四
年
法
律
第
四
二
号
）

条
項
の
配
列

第
一
章
 
 
序

1994年12月 粟屋 剛：インド・ヒト臓器移植法

第
一
条
 
名
称
、
適
用
地
域
及
び
施
行
期
日

第
二
条
 
 
定
 
 
義

第
二
章
 
 
臓
器
摘
出
の
権
限

第
三
条

第
四
条

第
五
条

第
六
条

第
七
条

第
八
条

臓
器
摘
出
の
権
限

臓
器
摘
出
の
権
限
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合

病
院
又
は
刑
務
所
に
お
い
て
死
体
の
引
き
取
り
手
が
な
い
場
合
の
臓
器
摘
出
の
権
限

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
医
学
上
又
は
病
理
学
上
の
目
的
で
検
屍
℃
o
。
・
げ
導
。
詳
①
目
①
×
餌
巨
ロ
讐
一
〇
5
に
回
さ
れ
た
身
体
か
ら
の
臓
器
摘
出
の
権
限

臓
器
の
保
存

 
 
 
 
 
 

適
用
除
外
銘
く
ぎ
鴨
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第
九
条
 
 
臓
器
の
摘
出
及
び
移
植
に
関
す
る
制
限

第第第

ニー○
条条条

笙
孟
早

 
病
院
の
規
制

臓
器
の
摘
出
、
保
管
又
は
移
植
を
行
う
病
院
の
規
制

治
療
目
的
以
外
の
臓
器
の
摘
出
又
は
移
植
の
禁
止

ド
ナ
ー
及
び
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
へ
の
影
響
等
の
説
明

 
 
第
四
章
 
 
管
轄
機
関

第
＝
二
条
 
 
管
轄
機
関

 
 
第
五
章

第
一
四
条

第
一
五
条

第
一
六
条

第
一
七
条

 
病
院
の
登
録

臓
器
の
摘
出
、
保
管
又
は
移
植
を
行
う
病
院
の
登
録

登
録
証
明
書

登
録
の
停
止
又
は
取
消
し

不
服
申
立
て
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四

第
六
章
 
 
違
反
及
び
刑
罰

第
一
八
条

第
一
九
条

第
二
〇
条

第
二
一
条

第
二
二
条

権
限
の
な
い
臓
器
摘
出
に
対
す
る
処
罰

臓
器
の
商
業
取
引
に
対
す
る
処
罰

本
法
の
そ
の
他
の
規
定
の
違
反
に
対
す
る
処
罰

会
社
に
よ
る
違
反

違
反
の
審
理

1994年12月 粟屋 剛：インド・ヒト臓器移植法

第
七
章
 
 
雑
 
 
則

第第第

五四三
条条条

誠
実
に
な
さ
れ
た
行
為
の
保
護

規
則
を
制
定
す
る
権
限

廃
止
及
び
留
保
の
碧
言
碧

ヒ
 
 
ト

臓
 
器
 
移
 
植
 
法

 
治
療
目
的
の
臓
器
の
摘
出
、

定
す
る
法
律

保
管
及
び
移
植
の
規
制
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

臓
器
の
商
業
取
引
の
防
止
並
び
に
そ
れ
ら
に
関
連
な
い
し
附
随
す
る
事
項
を
規
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第42号

 
治
療
目
的
の
臓
器
の
摘
出
、
保
管
及
び
移
植
の
規
制
並
び
に
臓
器
の
商
業
取
引
の
防
止
を
規
定
す
る
こ
と
は
便
宜
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
国
の
議
会
は
、
憲
法
第
二
四
九
条
及
び
第
二
五
〇
条
に
よ
る
場
合
を
除
い
て
、
前
述
の
事
項
に
関
し
て
各
州
の
た
め
に
法
律
を
制
定
す

る
権
限
を
有
し
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ゴ
ア
州
、
ヒ
マ
チ
ャ
ル
プ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
州
及
び
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
議
会
は
、
憲
法
第
二
五
二
条
第
（
一
）
項
に
従
っ
て
、
こ
れ

ら
の
州
に
お
い
て
前
述
の
事
項
が
国
の
議
会
に
よ
っ
て
法
律
で
規
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
の
議
決
を
行
っ
た
。

 
以
上
に
よ
り
、
第
四
五
年
度
の
イ
ン
ド
共
和
国
議
会
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。

徳山大学論叢

第
一
章
 
 
序

 
第
一
条
（
一
）
本
法
は
コ
九
九
四
年
ヒ
ト
臓
器
移
植
法
」
と
称
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
 

 
（
二
）
本
法
は
、
最
初
に
、
ゴ
ア
州
、
ヒ
マ
チ
ャ
ル
プ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
州
及
び
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
全
域
並
び
に
す
べ
て
の
連
邦
領

に
適
用
さ
れ
る
。
又
、
本
法
は
、
憲
法
第
二
五
二
条
第
（
一
）
項
の
下
で
な
さ
れ
た
議
決
に
よ
っ
て
本
法
を
採
用
す
る
そ
の
他
の
州
に
適

用
さ
れ
る
。

 
（
三
）
本
法
は
、
ゴ
ア
州
、
ヒ
マ
チ
ャ
ル
プ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
州
及
び
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
並
び
に
す
べ
て
の
連
邦
領
に
お
い
て
は
、
中

央
政
府
が
告
示
に
よ
っ
て
指
定
す
る
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
憲
法
第
二
五
二
条
第
（
一
）
項
の
下
で
本
法
を
採
用
す
る
そ
の
他
の
州
に
お
い

て
は
、
．
そ
の
採
用
の
期
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
又
、
本
法
に
お
け
る
本
法
の
施
行
期
日
に
関
す
る
言
及
は
、
い
か
な
る
州
又
は
連
邦
領
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
州
又
は
連
邦
領
に
お
い
て
本
法
が
施
行
さ
れ
る
期
日
を
意
味
す
る
。
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 ノ＼

第
二
条
本
法
に
お
い
て
は
、
文
脈
が
許
す
限
り
、

（
a
）
「
広
告
巴
〈
霞
江
。
。
Φ
ヨ
①
暮
」
は
、
公
衆
一
般
、
公
衆
の
一
部
又
は
個
別
に
選
ば
れ
た
個
人
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
広
告
を

 
．
含
む
。

（
b
）
「
管
轄
機
関
＞
b
嘆
o
b
二
9
。
け
Φ
》
暮
7
自
一
身
」
と
は
、
第
＝
二
条
の
下
で
指
定
さ
れ
る
管
轄
機
関
を
い
う
。

（
c
）
「
認
定
委
員
会
〉
ロ
窪
。
弓
一
ω
暮
一
8
0
0
日
巨
暮
①
Φ
」
と
は
、
第
九
斎
言
（
四
）
項
の
（
a
）
又
は
（
b
）
の
下
で
設
置
さ
れ
る
委

 
 
員
会
を
い
う
。

（
d
）
「
脳
幹
死
葺
巴
亭
。
。
8
日
山
Φ
曽
夢
」
と
は
、
脳
幹
の
す
べ
て
の
機
能
が
永
久
的
か
つ
不
可
逆
的
に
停
止
す
る
に
至
っ
た
段
階
を
い

 
 
う
。
又
、
そ
れ
は
第
三
条
第
（
六
）
項
の
下
で
証
明
さ
れ
る
。

（
e
）
「
死
者
α
8
8
。
。
Φ
α
b
Φ
屋
。
口
」
と
は
、
生
き
て
生
ま
れ
た
後
に
巴
8
＝
一
く
①
ぼ
詳
『
ゲ
霧
＄
吋
Φ
＝
覧
9
8
、
脳
幹
死
の
理
由
に
よ
っ

 
 
て
、
又
は
心
肺
の
意
味
に
お
い
て
ぎ
帥
。
9
。
巳
一
〇
も
巳
ヨ
。
昌
9
。
q
。
。
Φ
口
。
。
Φ
、
生
命
の
す
べ
て
の
証
拠
が
永
久
的
に
消
失
し
た
者
を

 
 
い
う
。

（
f
）
「
ド
ナ
ー
創
。
口
。
邑
と
は
、
一
八
歳
以
上
で
、
第
三
条
第
（
一
）
垂
下
は
第
（
二
）
項
の
下
で
、
自
発
的
に
自
己
の
臓
器
の
治

 
 
療
目
的
の
摘
出
に
権
限
を
与
え
る
者
を
い
う
。

（
g
）
「
病
院
ず
。
。
。
営
け
巴
」
は
、
医
院
昌
二
巴
ロ
㈹
げ
。
5
Φ
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
医
療
セ
ン
タ
ー
、
治
療
目
的
の
医
療
な
い
し
教
育
施
設
及
び

 
 
そ
の
他
の
同
様
の
施
設
を
含
む
。

（
h
）
「
ヒ
ト
臓
器
含
ヨ
睾
。
お
碧
」
と
は
、
も
し
全
部
が
摘
出
さ
れ
る
な
ら
ば
身
体
に
よ
っ
て
再
生
さ
れ
得
な
い
、
構
造
的
配
列
を

 
 
持
つ
人
体
組
織
か
ら
成
る
人
体
の
一
部
を
い
う
。

（
i
）
「
近
親
者
器
輿
邑
㊤
江
く
Φ
」
と
は
、
配
偶
者
、
息
子
、
娘
、
父
、
母
、
兄
弟
な
い
し
姉
妹
を
い
う
。

（
j
）
「
告
示
昌
。
江
津
0
9
江
。
冨
」
は
、
官
報
で
公
表
さ
れ
る
告
示
を
い
う
。
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ヨ
レ

（
k
）
「
報
酬
冨
望
ヨ
①
暮
」
は
、
金
銭
又
は
金
銭
に
相
当
す
る
も
の
の
支
払
い
を
い
う
。
但
し
、
以
下
の
も
の
を
負
担
金
は
補
填
す
る

 
た
め
の
支
払
い
を
含
ま
な
い
。

 
 
（
i
）
提
供
さ
れ
る
臓
器
の
摘
出
、
輸
送
又
は
保
存
に
要
す
る
費
用

 
 
（
且
）
臓
器
を
提
供
す
る
者
が
負
う
、
そ
の
身
体
か
ら
の
臓
器
の
提
供
に
合
理
的
か
つ
直
接
的
に
帰
因
す
る
費
用
又
は
収
入
の

 
 
 
喪
失

（
1
）
「
規
定
さ
れ
て
い
る
肩
Φ
。
・
。
匡
げ
巴
」
と
は
、
本
法
の
下
で
制
定
さ
れ
た
規
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

（
m
）
「
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
容
9
窟
Φ
暮
」
と
は
、
臓
器
を
移
植
さ
れ
た
者
又
は
移
植
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
者
を
い
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
n
）
「
登
録
医
お
α
q
一
ω
け
馬
繋
旨
Φ
9
。
巴
℃
轟
。
鼻
δ
器
邑
と
は
、
一
九
五
六
年
イ
ン
ド
医
療
評
議
会
法
号
Φ
H
口
9
き
竃
①
象
。
巴
O
o
巨
-

 
亀
＞
9
一
霧
①
第
2
条
（
h
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
認
定
医
療
資
格
を
有
し
、
か
つ
同
条
（
k
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
州
医
師
登

 
録
簿
o
Q
鼠
け
①
ζ
Φ
象
。
巴
切
①
σ
q
一
。
・
け
零
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
を
い
う
。

（
o
）
「
治
療
目
的
昏
曾
9
。
℃
Φ
暮
一
。
O
ξ
b
o
の
Φ
の
」
と
は
、
特
定
の
方
法
な
い
し
様
式
に
よ
る
疾
病
の
系
統
的
治
療
又
は
健
康
改
善
の
処

 
置
を
い
う
。

（
P
）
「
移
植
訂
帥
霧
覧
碧
＄
江
。
邑
と
は
、
生
者
又
は
死
者
か
ら
他
の
生
者
へ
の
治
療
目
的
の
臓
器
の
移
植
α
q
憎
巴
町
ロ
σ
Q
を
い
う
。
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第
二
章
 
 
臓
器
摘
出
の
権
限

 
第
三
条
 
（
一
）
ド
ナ
ー
は
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
方
法
で
、
か
つ
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
条
件
に
従
っ
て
、

目
的
の
そ
の
身
体
か
ら
の
臓
器
の
摘
出
に
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

生
前
に
、
治
療

七
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八

 
（
二
）
ド
ナ
ー
が
生
前
に
二
人
又
は
そ
れ
以
上
の
証
人
（
少
な
く
と
も
そ
の
う
ち
の
一
人
は
ド
ナ
：
の
近
親
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）
の
面
前
で
文
書
に
よ
っ
て
死
後
の
治
療
目
的
の
身
体
か
ら
の
臓
器
の
摘
出
に
確
定
的
に
権
限
を
与
え
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
ド
ナ
ー

の
死
体
の
合
法
的
占
有
者
は
、
ド
ナ
ー
が
前
述
の
権
限
付
与
を
撤
回
し
た
と
信
ず
る
に
足
る
理
由
を
有
し
な
い
限
り
、
登
録
医
に
、
治
療

目
的
の
ド
ナ
ー
の
死
体
か
ら
の
臓
器
の
摘
出
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
な
範
囲
の
便
宜
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
三
）
死
者
が
生
前
に
第
（
二
）
項
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
権
限
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
死
後
の
治
療
目
的
の
臓
器
の
使
用

に
対
し
て
反
対
の
意
思
も
表
明
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
死
体
の
合
法
的
占
有
者
は
、
死
者
の
近
親
者
が
死
者
の
臓
器
の
治
療
目
的

の
使
用
に
対
し
て
反
対
の
意
思
を
有
し
て
い
る
と
信
ず
る
に
足
る
理
由
を
有
し
な
い
限
り
、
治
療
目
的
の
臓
器
の
使
用
の
た
め
に
死
者
の

臓
器
の
摘
出
に
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
四
）
第
（
一
）
項
、
第
（
二
）
項
、
又
、
場
合
に
よ
り
第
（
三
）
項
の
下
で
与
え
ら
れ
た
権
限
は
、
治
療
目
的
の
臓
器
摘
出
の
た
め

の
十
分
な
権
限
で
あ
る
。
但
し
、
登
録
医
以
外
の
者
が
そ
の
よ
う
な
摘
出
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 
（
五
）
死
者
の
身
体
か
ら
臓
器
を
摘
出
す
る
場
合
、
登
録
医
は
、
摘
出
す
る
前
に
、
臓
器
が
摘
出
さ
れ
る
身
体
の
個
別
の
検
査
に
よ

っ
て
、
そ
の
身
体
に
お
い
て
生
命
が
消
滅
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
又
は
、
脳
幹
死
の
例
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
と
き
、
そ
の
死
亡
が
第

（
六
）
項
の
下
で
証
明
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
確
信
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
（
六
）
脳
幹
死
に
陥
っ
た
人
の
身
体
か
ら
の
臓
器
摘
出
は
、
そ
の
死
亡
が
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
形
式
及
び
方
法
に
よ
り
、
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 

つ
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
条
件
8
昌
古
註
。
屋
碧
α
奉
ρ
巳
話
ヨ
Φ
暮
。
・
を
充
た
し
て
、
以
下
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
医
療
専
門
家
委
員
会
に

よ
っ
て
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 
 
（
i
）
脳
幹
死
が
発
生
し
た
病
院
を
管
理
し
て
い
る
登
録
医

 
 
（
h
）
管
轄
機
関
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
登
録
名
簿
の
中
か
ら
（
i
）
で
特
定
さ
れ
た
登
録
医
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
、
そ
の
医
師

 
 
 
 
と
は
別
個
独
立
の
、
専
門
医
で
あ
る
と
こ
ろ
の
登
録
医
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第42号

 
 
（
…
皿
）
管
轄
機
関
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
登
録
名
簿
の
中
か
ら
（
i
）
で
特
定
さ
れ
た
登
録
医
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
神
経
科
医
な

 
 
 
 
い
し
神
経
外
科
医

 
 
（
・
W
）
脳
幹
死
に
陥
っ
た
人
を
治
療
し
て
い
た
登
録
医

 
（
七
）
第
（
三
）
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
歳
未
満
の
者
が
脳
幹
死
に
陥
り
、
そ
れ
が
第
（
六
）
項
の
下
で
証
明
さ
れ
た
場

合
、
そ
の
死
者
の
両
親
の
い
ず
れ
も
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
形
式
及
び
方
法
で
、
死
者
の
身
体
か
ら
の
臓
器
摘
出
の
権
限
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

徳山大学論叢

 
第
四
条
 
（
一
）
死
者
の
身
体
か
ら
の
臓
器
の
摘
出
に
つ
い
て
便
宜
を
与
え
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
者
、
又
は
そ
れ
に
つ
い
て
権
限
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

与
え
る
資
格
を
有
す
る
者
が
、
死
者
の
身
体
に
つ
い
て
そ
の
時
に
効
力
を
有
す
る
法
律
の
規
定
に
従
っ
て
検
視
ぎ
ρ
器
。
。
け
が
要
求
さ
れ
る

と
信
ず
る
に
足
る
理
由
を
有
す
る
な
ら
ば
、
第
三
条
第
（
二
）
項
の
下
で
の
便
宜
は
与
え
ら
れ
ず
、
又
、
同
条
第
（
三
）
項
の
下
で
の
権

限
も
与
え
ら
れ
な
い
。

 
（
二
）
死
者
の
身
体
か
ら
の
臓
器
摘
出
の
権
限
は
、
単
に
収
容
、
埋
葬
又
は
そ
の
他
の
処
分
の
た
め
に
死
体
を
預
か
っ
た
者
に
よ
っ
て

は
与
え
ら
れ
な
い
。
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第
五
条
 
（
一
）
病
院
又
は
刑
務
所
に
安
置
さ
れ
て
い
る
死
体
に
つ
い
て
、
死
後
四
八
時
間
以
内
に
近
親
者
か
ら
の
引
き
取
り
請
求
が

な
い
場
合
、
そ
の
引
き
取
り
請
求
の
な
い
死
体
か
ら
の
臓
器
摘
出
の
権
限
は
、
規
定
さ
れ
た
形
式
で
、
そ
の
時
に
病
院
若
し
く
は
刑
務
所

の
経
営
な
い
し
管
理
を
預
か
っ
て
い
る
者
に
よ
っ
て
、
又
は
そ
の
病
院
若
し
く
は
刑
務
所
の
経
営
な
い
し
管
理
を
預
か
っ
て
い
る
者
か
ら

権
限
を
与
え
ら
れ
た
病
院
若
し
く
は
刑
務
所
の
被
用
者
に
よ
っ
て
、
与
え
ら
れ
る
。

 
（
二
）
た
と
え
死
者
の
近
親
者
が
第
（
一
）
項
で
特
定
さ
れ
た
時
間
内
に
死
体
の
引
き
取
り
請
求
を
申
し
出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
九



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
〇

の
よ
う
な
権
限
を
与
え
る
資
格
を
有
す
る
者
が
、
そ
の
死
者
の
近
親
者
が
死
体
の
引
き
取
り
請
求
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
信
ず
る
に
足

る
理
由
を
有
す
る
な
ら
ば
、
第
（
一
）
項
の
下
で
の
権
限
は
与
え
ら
れ
な
い
。

1994年12月 粟屋 剛：インド・ヒト臓器移植法

 
第
六
条
 
人
の
身
体
が
、

 
（
a
）
事
故
又
は
そ
の
他
の
不
自
然
な
原
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
死
亡
で
あ
る
た
め
に
法
医
学
上
の
目
的
で
、
又
は
、

 
（
b
）
病
理
学
上
の
目
的
で
、

検
屍
に
回
さ
れ
る
場
合
、
本
法
の
下
で
死
体
か
ら
の
臓
器
摘
出
の
権
限
を
与
え
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
死
者
が
生
前
、
死
後
の
治
療
目

的
の
臓
器
使
用
に
反
対
の
意
思
を
表
明
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
又
は
死
者
が
死
後
の
治
療
目
的
の
臓
器
使
用
の
権
限
を

与
え
て
い
て
そ
の
権
限
付
与
が
生
前
に
撤
回
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
確
信
を
有
す
る
と
き
、
そ
の
身
体
が
検
屍
に
回
さ
れ

る
目
的
か
ら
は
そ
の
臓
器
が
必
要
と
さ
れ
な
い
と
信
ず
る
に
足
る
理
由
を
有
す
る
な
ら
ば
、
治
療
目
的
の
死
者
の
臓
器
の
摘
出
に
権
限
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
第
七
条
 
登
録
医
は
、

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
の
身
体
か
ら
の
臓
器
摘
出
後
、
摘
出
さ
れ
た
臓
器
の
保
存
の
た
め
に
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
処
置
を
行

 
第
八
条
 
（
一
）
死
者
の
身
体
又
は
そ
の
一
部
の
取
扱
い
が
、
た
と
え
本
法
が
通
過
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
合
法
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

と
い
え
る
場
合
に
は
、
本
法
の
前
述
の
規
定
の
い
か
な
る
も
の
も
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
を
違
法
に
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
な
い
。

 
（
二
）
本
法
の
規
定
に
副
っ
て
死
者
の
身
体
か
ら
の
臓
器
摘
出
の
便
宜
な
い
し
権
限
を
与
え
る
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
権
限
に
従
っ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
 

死
体
か
ら
臓
器
を
摘
出
す
る
こ
と
も
、
共
に
イ
ン
ド
刑
法
第
二
九
七
条
の
下
で
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
犯
罪
で
あ
る
と
は
さ
れ
な
い
。
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第
九
条
 
（
一
）
第
（
三
）
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
生
前
に
ド
ナ
ー
の
身
体
か
ら
摘
出
さ
れ
た
臓
器
は
、
ド
ナ
ー
が

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
近
親
者
で
な
い
限
り
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
に
移
植
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

 
（
二
）
ド
ナ
ー
が
第
三
条
第
（
二
）
項
の
下
で
死
後
の
臓
器
の
摘
出
に
権
限
を
与
え
て
い
た
場
合
、
又
は
死
者
の
身
体
か
ら
の
臓
器
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

摘
出
に
権
限
を
与
え
る
資
格
を
有
す
る
。
o
ヨ
℃
9
Φ
暮
霞
Φ
旨
喝
。
≦
霞
貧
者
が
そ
の
よ
う
な
摘
出
に
権
限
を
与
え
た
場
合
、
臓
器
を
摘
出

し
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
身
体
に
移
植
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
三
）
ド
ナ
ー
が
生
前
に
第
三
条
第
（
一
）
項
の
下
で
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
に
対
し
て
愛
情
な
い
し
愛
着
を
有
す
る
と
い
う
理
由
か

ら
、
又
は
そ
の
他
の
特
別
な
理
由
か
ら
、
ド
ナ
ー
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
る
近
親
者
で
な
い
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
身
体
へ
の
移
植
の
た
め
に
臓

器
の
摘
出
に
権
限
を
与
え
る
場
合
、
そ
の
よ
う
な
臓
器
を
認
定
委
員
会
の
事
前
の
承
認
な
し
に
摘
出
し
、
又
、
移
植
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
（
四
）
（
a
）
中
央
政
府
は
、
告
示
に
よ
っ
て
、
本
条
の
目
的
の
た
め
に
、
各
連
邦
領
に
、
そ
の
告
示
で
特
定
さ
れ
る
条
件
の
下
で
中

央
政
府
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
成
る
一
つ
又
は
そ
れ
以
上
の
認
定
委
員
会
を
設
置
す
る
。

 
（
b
）
州
政
府
は
、
告
示
に
よ
っ
て
、
本
条
の
目
的
の
た
め
に
、
そ
の
告
示
で
特
定
さ
れ
る
条
件
の
下
で
州
政
府
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ

る
メ
ン
バ
ー
か
ら
成
る
一
つ
又
は
そ
れ
以
上
の
認
定
委
員
会
を
設
置
す
る
。

 
（
五
）
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
形
式
及
び
方
法
で
ド
ナ
：
及
び
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
に
よ
っ
て
共
同
で
な
さ
れ
た
申
請
に
基
づ
い
て
、
認

定
委
員
会
は
、
調
査
を
行
い
、
申
請
者
が
本
法
及
び
本
法
の
下
で
制
定
さ
れ
た
規
則
の
す
べ
て
の
要
請
に
従
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
信

し
た
後
、
そ
の
申
請
者
に
対
し
て
臓
器
の
摘
出
及
び
移
植
の
承
認
を
与
え
る
。

 
（
六
）
認
定
委
員
会
は
、
調
査
を
行
い
、
申
請
者
に
聴
聞
の
機
会
を
与
え
た
後
に
、
そ
の
申
請
者
が
本
法
及
び
本
法
の
下
で
制
定
さ
れ

た
規
則
の
要
請
に
従
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
信
し
た
場
合
、
理
由
を
書
面
で
記
録
し
て
、
承
認
の
申
請
を
拒
絶
す
る
。
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一
二

第
三
章
 
 
病
院
の
規
制

1994年12月 粟屋 剛：インド・ヒト臓器移植法

第
一
〇
条
（
一
）
本
法
の
施
行
時
及
び
そ
の
後
に
、

（
a
）
本
法
の
下
で
登
録
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
病
院
は
、
臓
器
の
摘
出
、
保
管
若
し
く
は
移
植
を
行
い
、
そ
れ
に
加
わ
り
又
は
そ
れ

 
 
を
手
伝
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
b
）
医
師
又
は
そ
の
他
の
者
は
、
本
法
の
下
で
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
、
自
分
自
身
で
、
又
は
他
人
を
介
し
て
、
臓
器
の
摘

 
 
出
、
保
管
若
し
く
は
移
植
に
関
す
る
活
動
を
行
い
、
そ
れ
を
行
わ
せ
又
は
そ
れ
を
行
う
こ
と
を
手
伝
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
c
）
第
一
五
条
第
（
一
）
項
の
下
で
登
録
さ
れ
た
病
院
も
そ
れ
以
外
の
場
所
も
、
治
療
目
的
を
除
い
て
、
臓
器
の
摘
出
、
保
管
又
は

 
 
移
植
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ず
、
又
、
使
用
さ
れ
る
よ
う
強
制
さ
れ
な
い
。

（
二
）
第
（
一
）
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
眼
又
は
耳
に
つ
い
て
は
、
登
録
医
が
、
治
療
目
的
で
、
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
ド

 
 
ナ
ー
の
死
体
か
ら
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
 
 
説
明
一
本
項
で
は
、
「
耳
①
胃
の
」
は
鼓
膜
及
び
身
骨
を
含
む
。

第
＝
条
ド
ナ
ー
及
び
臓
器
の
摘
出
に
権
限
を
与
え
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、

こ
と
は
で
き
な
い
。

治
療
以
外
の
目
的
で
臓
器
の
摘
出
に
権
限
を
与
え
る

 
第
＝
一
条
登
録
医
は
、
ド
ナ
ー
及
び
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
方
法
で
、
臓
器
の
摘
出
及
び
移
植
に

関
連
し
て
起
こ
り
得
る
す
べ
て
の
結
果
、
併
発
症
及
び
危
険
性
を
説
明
し
な
い
限
り
、
摘
出
又
は
移
植
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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第
四
章
 
 
管
轄
機
関

 
第
＝
二
条
（
一
）
中
央
政
府
は
、
告
示
に
よ
っ
て
、
本
法
の
目
的
の
た
め
に
、
各
連
邦
領
に
、
管
轄
機
関
と
し
て
一
人
又
は
そ
れ
以

上
の
係
官
を
指
名
す
る
。

 
（
二
）
州
政
府
は
、
告
示
に
よ
っ
て
、
本
法
の
目
的
の
た
め
に
、
管
轄
機
関
と
し
て
一
人
又
は
そ
れ
以
上
の
係
官
を
指
名
す
る
。

 
（
三
）
管
轄
機
関
は
次
の
職
務
を
行
う
。
す
な
わ
ち
、

 
 
（
i
）
第
一
五
条
第
（
一
）
項
の
下
で
登
録
を
与
え
、
又
は
同
条
第
（
三
）
項
の
下
で
登
録
を
更
新
す
る
こ
と

 
 
（
互
）
第
一
六
条
第
（
二
）
項
の
下
で
登
録
を
停
止
し
、
又
は
取
消
す
こ
と

 
 
（
…
皿
）
臓
器
の
摘
出
、
保
管
又
は
移
植
を
行
う
病
院
に
対
し
て
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
基
準
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と

 
 
（
・
W
）
本
法
又
は
本
法
の
下
で
制
定
さ
れ
た
規
則
の
違
反
の
申
立
て
に
つ
い
て
調
査
し
、
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と

 
 
（
v
）
移
植
並
び
に
移
植
を
受
け
た
者
及
び
臓
器
が
摘
出
さ
れ
た
者
へ
の
そ
の
後
の
医
療
ケ
ア
き
Φ
＆
。
巴
。
興
①
の
質
の
調
査
の
た

 
 
 
 
め
に
、
定
期
的
に
病
院
を
査
察
す
る
こ
と

 
 
（
．
W
）
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
そ
の
他
の
処
置
を
行
う
こ
と
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第
五
章
 
 
病
院
の
登
録

第
一
四
条
 
（
一
）
病
院
は
、
本
法
の
下
で
正
当
に
登
録
さ
れ
な
い
限
り
、
本
法
施
行
後
、
治
療
目
的
の
臓
器
の
摘
出
、
保
管
又
は
移

＝
二
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●

一
四

植
に
関
係
す
る
活
動
を
始
め
て
は
な
ら
な
い
。

 
本
法
施
行
の
直
前
に
、
治
療
目
的
の
臓
器
の
摘
出
、
保
管
又
は
移
植
に
関
係
す
る
活
動
を
部
分
的
に
で
あ
れ
専
一
的
に
で
あ
れ
行
っ
て

い
た
病
院
は
、
本
法
施
行
の
日
か
ら
六
〇
日
以
内
に
登
録
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
臓
器
の
摘
出
、
保
管
又
は
移
植
に
関
係
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
病
院
は
、
申
請
し
て
登
録
さ
れ
な
い
限
り
本
法
の
施
行
日
か
ら
起
算

し
て
三
ヵ
月
が
満
了
し
た
時
に
、
又
は
申
請
が
却
下
さ
れ
た
時
に
、
い
ず
れ
が
先
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
を
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
（
二
）
第
（
一
）
項
の
下
で
の
登
録
の
申
請
は
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
形
式
及
び
方
法
で
、
管
轄
機
関
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
又
、
そ
れ
に
は
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
納
付
金
が
必
要
で
あ
る
。

 
（
三
）
病
院
が
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
特
別
の
サ
ー
ビ
ス
及
び
施
設
を
提
供
す
べ
き
地
位
に
あ
る
こ
と
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

熟
練
労
働
力
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
並
び
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
水
準
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
管
轄
機
関
が
確
信
を

得
な
い
限
り
、
そ
の
病
院
は
本
法
の
下
で
登
録
さ
れ
な
い
。

 
第
一
五
条
 
（
一
）
管
轄
…
機
関
は
、
調
査
を
行
い
、
申
請
者
が
本
法
及
び
本
法
の
下
で
制
定
さ
れ
た
規
則
の
す
べ
て
の
要
請
に
従
う
も

の
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
後
、
そ
の
病
院
に
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
形
式
で
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
期
間
に
、
又
、
規
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
条
件
に
従
っ
て
、
登
録
証
明
書
を
与
え
る
。

 
（
二
）
管
轄
機
関
は
、
調
査
を
行
い
、
申
請
者
に
聴
聞
の
機
会
を
与
え
た
後
に
、
そ
の
申
請
者
が
本
法
及
び
本
法
の
下
で
制
定
さ
れ
た

規
則
の
要
請
に
従
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
信
し
た
場
合
、
理
由
を
書
面
で
記
録
し
て
、
登
録
の
申
請
を
拒
絶
す
る
。

 
（
三
）
登
録
証
明
書
は
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
方
法
で
、
又
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
納
付
金
の
支
払
い
に
よ
っ
て
、
更
新
さ

れ
る
。
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第
一
六
条
 
（
一
）
管
轄
機
関
は
、
自
発
的
に
、
又
は
不
服
申
立
て
に
基
づ
い
て
病
院
に
通
知
書
を
発
行
し
、
そ
の
中
で
述
べ
て
い
る

理
由
に
対
し
て
本
法
の
下
で
の
登
録
が
停
止
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
、
又
は
取
消
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
病
院
側
の
根
拠
を
示

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
二
）
管
轄
機
関
は
、
病
院
に
合
理
的
な
範
囲
の
聴
聞
の
機
会
を
与
え
た
後
、
本
法
又
は
本
法
の
下
で
制
定
さ
れ
た
規
則
の
違
反
が
あ

る
と
確
信
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
病
院
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
刑
事
訴
訟
と
抵
触
し
な
い
範
囲
で
、
適
当
と
思
わ
れ
る
期
間
、
登
録
を
停
止

し
、
又
は
登
録
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
但
し
、
管
轄
機
関
は
、
公
益
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
い
し
便
宜
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
理
由
を
書
面
で
記
録
し
て
、
通
知

を
発
す
る
こ
と
な
く
、
病
院
の
登
録
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
第
一
七
条
 
第
九
条
章
（
六
）
項
の
下
で
の
承
認
申
請
を
拒
絶
す
る
認
定
委
員
会
の
決
定
に
不
服
を
有
す
る
者
、
又
は
第
一
五
条
第

（
二
）
項
の
下
で
の
登
録
申
請
を
拒
絶
す
る
管
轄
機
関
の
決
定
、
若
し
く
は
第
一
六
条
第
（
二
）
項
の
下
で
の
登
録
の
停
止
若
し
く
は
取

消
し
の
決
定
に
不
服
を
有
す
る
病
院
は
、
決
定
を
受
領
し
た
日
か
ら
三
〇
日
以
内
に
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
方
法
で
、
そ
の
よ
う
な

決
定
に
対
し
て
、
以
下
の
も
の
に
、
不
服
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
（
i
）
不
服
申
立
て
が
第
九
条
第
（
四
）
項
（
a
）
の
下
で
設
置
さ
れ
る
認
定
委
員
会
の
決
定
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
第

 
 
 
 
＝
二
条
第
（
一
）
項
の
下
で
指
名
さ
れ
た
管
轄
機
関
の
決
定
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
中
央
政
府

 
 
（
”
U
）
不
服
申
立
て
が
第
九
条
第
（
四
）
項
（
b
）
の
下
で
設
置
さ
れ
る
認
定
委
員
会
の
決
定
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
第

 
 
 
 
＝
二
条
第
（
二
）
項
の
下
で
指
名
さ
れ
た
管
轄
機
関
の
決
定
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
州
政
府
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一
六

第
六
章
 
 
違
反
及
び
刑
罰

 
第
一
八
条
（
一
）
病
院
に
対
し
て
、
又
は
病
院
に
お
い
て
業
務
を
行
い
、
移
植
の
目
的
で
権
限
な
く
し
て
臓
器
の
摘
出
を
行
い
、
そ

れ
に
関
係
し
、
又
は
い
か
な
る
方
法
で
も
そ
れ
を
手
伝
う
者
は
、
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
及
び
一
万
ル
ビ
ー
以
下
の
罰
金
刑
に
処
す
。

 
（
二
）
第
（
一
）
項
の
下
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
が
登
録
医
で
あ
る
場
合
、
そ
の
名
前
は
、
必
要
な
措
置
を
と
る
た
あ
に
、
管
轄
機
関
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
州
医
療
評
議
会
。
。
＄
8
竃
Φ
巳
。
掌
・
一
〇
〇
毒
亀
へ
報
告
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
必
要
な
措
置
は
、
最
初
の
違
反
に
対
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
二
年
間
の
、
そ
れ
に
続
く
違
反
に
対
し
て
は
永
久
的
な
、
評
議
会
の
登
録
簿
か
ら
の
名
前
の
抹
消
を
含
む
。
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第
一
九
条
以
下
の
こ
と
を
な
す
者
は
二
年
以
上
七
年
以
下
の
拘
禁
刑
及
び
一
万
ル
ピ
ー
以
上
二
二
ル
ピ
ー
以
下
の
罰
金
刑
に
処
す
。

但
し
、
裁
判
所
は
、
判
決
の
中
で
適
切
か
つ
特
別
に
理
由
を
述
べ
て
、
二
年
未
満
の
拘
禁
刑
及
び
一
万
ル
ビ
ー
未
満
の
罰
金
刑
を
科
す

こ
と
が
で
き
る
。

 
 
（
a
）
臓
器
の
提
供
又
は
提
供
の
申
し
出
に
対
し
て
報
酬
を
与
え
、
又
は
そ
れ
を
受
け
取
る
こ
と

 
 
（
b
）
報
酬
を
目
的
と
し
て
臓
器
を
提
供
す
る
者
を
探
す
こ
と

 
 
（
c
）
報
酬
を
目
的
と
し
て
臓
器
の
提
供
を
申
し
出
る
こ
と

 
 
（
d
）
臓
器
の
提
供
又
は
提
供
の
申
し
出
に
対
し
て
報
酬
を
与
え
る
こ
と
を
含
む
契
約
を
発
案
し
、
又
は
そ
れ
を
取
り
決
め
る
こ
と

 
 
（
e
）
協
会
の
。
。
一
Φ
身
、
商
会
守
ヨ
、
会
社
8
ヨ
短
身
の
い
ず
れ
で
あ
れ
、
そ
の
活
動
が
（
d
）
で
言
及
さ
れ
た
契
約
の
発
案
又

 
 
 
 
は
取
り
決
め
か
ら
成
る
、
又
は
そ
れ
ら
を
な
す
こ
と
を
含
む
社
団
び
。
身
o
h
b
Φ
屋
§
。
。
の
経
営
な
い
し
管
理
に
参
加
す
る
こ
と

 
 
（
f
）
以
下
の
広
告
を
発
行
若
し
く
は
配
布
し
、
又
は
そ
れ
ら
を
発
行
若
し
く
は
配
布
さ
せ
る
こ
と
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（
a
）

（
b
）

（
c
）

報
酬
を
目
的
之
し
て
臓
器
を
提
供
す
る
よ
う
勧
め
る
広
告

報
酬
を
目
的
と
し
て
臓
器
を
提
供
す
る
こ
と
を
申
し
出
る
広
告

広
告
主
が
（
d
）
で
言
及
さ
れ
た
契
約
を
発
案
し
、
'
又
は
そ
れ
を
取
り
決
め
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
示
す
広
告

第
二
〇
条
 
本
法
若
し
く
は
本
法
の
下
で
制
定
さ
れ
た
規
則
又
は
与
え
ら
れ
た
登
録
条
件
に
違
反
す
る
者
は
、

に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
千
ル
ピ
ー
以
下
の
罰
金
刑
に
処
す
。

本
法
の
下
で
処
罰
が
別

 
第
二
一
条
 
（
一
）
本
法
の
下
で
処
罰
さ
れ
る
違
反
が
会
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
場
合
、
そ
の
違
反
が
行
わ
れ
た
時
に
そ
の
会
社
の
業

務
の
処
理
に
つ
い
て
会
社
を
監
督
し
、
会
社
に
対
し
て
責
任
を
負
う
者
は
、
会
社
と
並
ん
で
有
罪
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
起
訴
及

び
処
罰
を
免
れ
な
い
。

 
但
し
、
そ
の
者
は
、
違
反
が
善
意
で
行
わ
れ
た
こ
と
、
又
は
違
反
を
行
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
当
然
な
さ
れ
る
べ
き
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
な
ら
ば
、
本
法
の
下
で
の
処
罰
を
免
れ
る
。

 
（
二
）
第
（
一
）
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
法
の
下
で
処
罰
さ
れ
る
べ
き
違
反
が
会
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
違
反
が
会
社
の

取
締
役
、
支
配
人
、
秘
書
若
し
く
は
そ
の
他
の
職
員
の
同
意
若
し
く
は
黙
認
の
下
に
行
わ
れ
、
又
は
そ
の
違
反
が
そ
れ
ら
の
者
の
義
務
慨

怠
に
帰
す
る
場
合
、
そ
の
よ
う
な
取
締
役
、
支
配
人
、
秘
書
又
は
そ
の
他
の
職
員
は
有
罪
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
起
訴
及
び
処
罰

を
免
れ
な
い
。

 
 
説
明
一
本
条
で
は
、

 
 
（
a
）
「
会
社
。
o
ヨ
弓
9
。
塁
」
は
法
人
び
。
畠
8
壱
。
寒
け
①
を
意
味
す
る
。
又
、
そ
れ
は
個
人
的
な
商
会
又
は
そ
の
他
の
社
団
9
。
。
。
。
。
0
9
甲

 
 
 
 
江
。
ロ
を
含
む
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
七

152 一



一
八

（
b
）
商
会
に
関
し
て
、
「
支
配
人
巳
お
9
0
邑
は
商
会
に
お
け
る
共
同
経
営
者
b
9
・
同
9
霞
を
意
味
す
る
。
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第
二
二
条
 
（
一
）
裁
判
所
は
、
以
下
の
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
告
訴
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
本
法
の
下
で
違
反
の
審
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
。

 
 
（
a
）
関
係
管
轄
機
関
、
又
は
本
条
の
目
的
の
た
め
に
中
央
政
府
、
州
政
府
若
し
く
は
事
情
に
よ
り
管
轄
機
関
に
よ
っ
て
権
限
を
与

 
 
 
 
え
ら
れ
た
係
官

 
 
（
b
）
告
訴
を
す
る
六
〇
日
以
上
前
に
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
方
法
で
、
関
係
管
轄
機
関
に
対
し
て
、
主
張
さ
れ
る
べ
き
違
反

 
 
 
 
及
び
裁
判
所
に
告
訴
を
な
す
意
図
に
つ
い
て
通
知
を
し
て
い
る
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 

 
（
二
）
大
都
市
治
安
判
事
竃
Φ
訂
。
喝
。
一
一
＄
口
竃
美
田
。
。
冨
聞
け
①
又
は
第
一
級
の
司
法
治
安
判
事
象
＆
。
軽
量
卑
α
q
一
。
。
窪
讐
①
の
裁
判
所
以
外
の

裁
判
所
は
、
本
法
の
下
で
処
罰
さ
れ
る
べ
き
違
反
の
審
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

 
（
三
）
告
訴
が
第
（
一
）
項
（
b
）
の
下
で
な
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
告
訴
を
し
た
者
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
管
轄
機
関
に
、
そ

の
所
有
す
る
関
係
記
録
の
コ
ピ
ー
を
そ
の
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
よ
う
、
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
章
 
 
雑
 
 
則

 
第
二
一
二
条
 
（
一
）
本
法
の
規
定
に
従
っ
て
誠
実
に
な
さ
れ
た
、
又
は
な
さ
れ
る
よ
う
意
図
さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
、
民
事
訴
訟
、
刑

事
訴
追
又
は
そ
の
他
の
法
的
手
続
き
が
と
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

 
（
二
）
本
法
の
規
定
に
従
っ
て
誠
実
に
な
さ
れ
た
、
又
は
な
さ
れ
る
よ
う
意
図
さ
れ
た
行
為
の
た
め
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
又
は
引
き
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起
こ
さ
れ
そ
う
で
あ
る
損
害
に
つ
い
て
、

な
い
。

中
央
政
府
又
は
州
政
府
に
対
し
て
民
事
訴
訟
又
は
そ
の
他
の
法
的
手
続
き
が
と
ら
れ
る
こ
と
は

 
第
二
四
条
（
一
）
中
央
政
府
は
、
告
示
に
よ
っ
て
、
本
法
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
二
）
特
に
、
前
述
の
権
限
の
一
般
的
性
質
と
抵
触
し
な
い
範
囲
で
、
そ
の
よ
う
な
規
則
に
は
以
下
の
事
項
の
す
べ
て
又
は
い
く
つ
か

を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
（
a
）
第
三
条
第
（
一
）
項
の
下
で
ド
ナ
ー
が
生
前
に
臓
器
摘
出
の
権
限
を
与
え
る
場
合
の
そ
の
方
法
及
び
従
う
べ
き
条
件

 
 
（
b
）
第
三
条
第
（
六
）
項
の
下
で
脳
幹
死
が
証
明
さ
れ
る
場
合
の
そ
の
形
式
及
び
方
法
並
び
に
そ
の
目
的
の
た
め
に
充
た
さ
れ
る

 
 
 
 
べ
き
条
件

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 

 
 
（
c
）
第
三
条
第
（
七
）
項
の
下
で
未
成
年
者
の
脳
幹
死
の
場
合
に
両
親
の
い
ず
れ
か
が
臓
器
摘
出
の
権
限
を
与
え
る
場
合
の
そ
の

 
 
 
 
形
式
及
び
方
法

 
 
（
d
）
第
五
条
第
（
一
）
項
の
下
で
引
き
取
り
手
の
な
い
死
体
か
ら
の
臓
器
摘
出
の
権
限
が
病
院
又
は
刑
務
所
の
経
営
な
い
し
管
理

 
 
 
 
を
預
か
る
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
場
合
の
そ
の
形
式

 
 
（
e
）
第
七
条
の
下
で
人
の
身
体
か
ら
摘
出
さ
れ
た
臓
器
の
保
存
の
た
め
に
な
さ
れ
る
処
置

 
 
（
f
）
第
九
条
第
（
五
）
項
の
下
で
申
請
が
ド
ナ
ー
及
び
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
に
よ
っ
て
共
同
で
な
さ
れ
る
場
合
の
そ
の
形
式
及
び
方
法

 
 
（
9
）
第
一
二
条
の
下
で
摘
出
及
び
移
植
に
関
連
し
て
起
こ
り
得
る
す
べ
て
の
結
果
、
併
発
症
及
び
危
険
性
が
登
録
医
に
よ
っ
て
ド

 
 
 
 
ナ
ー
及
び
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
に
説
明
さ
れ
る
場
合
の
そ
の
方
法

 
 
（
h
）
第
＝
二
条
第
（
三
）
項
（
…
皿
）
の
下
で
管
轄
機
関
が
臓
器
の
摘
出
、
保
管
又
は
移
植
を
行
う
病
院
に
遵
守
さ
せ
る
基
準

 
 
（
i
）
第
＝
二
条
第
（
三
）
項
（
d
）
の
下
で
管
轄
機
関
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
際
に
な
す
そ
の
他
の
処
置

一
九
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二
〇

 
 
（
一
）
第
一
四
条
第
（
二
）
項
の
下
で
登
録
申
請
が
な
さ
れ
る
場
合
の
そ
の
形
式
及
び
方
法
並
び
に
そ
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
納

 
 
 
 
付
金

 
 
（
k
）
第
一
四
条
第
（
三
）
項
の
下
で
登
録
の
た
め
に
病
院
が
提
供
す
べ
き
特
別
の
サ
ー
ビ
ス
及
び
施
設
、
有
す
べ
き
熟
練
労
働
力

 
 
 
 
及
び
設
備
並
び
に
維
持
す
べ
き
水
準

 
 
（
1
）
第
一
五
条
第
（
一
）
項
の
下
で
登
録
証
明
書
が
病
院
に
与
え
ら
れ
る
場
合
の
そ
の
形
式
、
期
間
及
び
従
う
べ
き
条
件

 
 
（
m
）
第
一
五
条
第
（
三
）
項
の
下
で
登
録
証
明
書
が
更
新
さ
れ
る
場
合
の
そ
の
方
法
及
び
納
付
金
の
支
払
い

 
 
（
n
）
第
一
七
条
の
下
で
不
服
申
立
て
が
行
わ
れ
る
場
合
の
そ
の
方
法

 
 
（
o
）
第
二
二
条
第
（
一
）
項
（
b
）
の
下
で
管
轄
機
関
に
対
し
て
、
主
張
さ
れ
る
べ
き
違
反
及
び
裁
判
所
に
告
訴
を
な
す
意
図
に

 
 
 
 
つ
い
て
通
知
を
な
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
場
合
の
そ
の
方
法

 
 
（
P
）
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
、
又
は
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
そ
の
他
の
事
項

 
（
三
）
本
法
の
下
で
制
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
規
則
は
、
制
定
後
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
全
部
で
三
〇
半
間
、
会
期
中
の
両
議
会
に

提
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
会
期
又
は
二
う
若
し
く
は
そ
れ
以
上
の
そ
れ
ら
に
続
く
会
期
に
亘
っ
て
も
よ
い
。
前
述
の
会
期
又
は
そ

れ
に
続
く
会
期
の
直
後
の
会
期
が
終
了
す
る
前
に
、
両
議
会
が
そ
の
規
則
の
修
正
を
な
す
こ
と
に
合
意
す
る
な
ら
ば
、
又
は
そ
の
規
則
が

制
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
合
意
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
規
則
は
、
事
情
に
応
じ
て
、
単
に
修
正
さ
れ
た
形
で
効
力
を

有
す
る
こ
と
に
な
り
、
又
は
効
力
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
そ
の
よ
う
な
修
正
又
は
取
消
し
は
、
そ
の
規
則
の
下
で
そ
れ
以
前
に
な

さ
れ
た
行
為
の
効
力
に
影
響
を
与
え
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 

 
第
二
五
条
（
一
）
一
九
八
二
年
鼓
膜
及
び
怪
異
（
治
療
目
的
の
た
め
の
使
用
へ
の
権
限
付
与
）
法
窪
①
国
母
∪
三
選
。
。
9
巳
国
八

切
。
口
①
の
（
〉
暮
ザ
。
ユ
身
h
o
『
d
の
①
ま
下
弓
冨
建
娼
Φ
ロ
江
。
勺
口
暮
。
。
。
。
。
。
）
＞
9
巳
。
。
卜
。
及
び
一
九
八
二
年
眼
（
治
療
目
的
の
た
め
の
使
用
へ
の
権
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第42号

限
付
与
）

（
二
）

 
ぬ
ぬ

法
爵
①
国
巻
の
（
諺
暮
ず
。
ユ
ξ
h
霞
d
の
Φ
h
o
噌
弓
げ
霞
碧
①
暮
一
。
旧
日
暮
○
。
・
Φ
ω
）
＞
9
一
⑩
。
。
b
。
は
、
こ
こ
に
廃
止
さ
れ
る
。

但
し
、
こ
の
廃
止
は
、
廃
止
さ
れ
た
法
の
以
前
の
効
力
又
は
そ
れ
ら
の
法
の
下
で
正
当
に
な
さ
れ
た
若
し
く
は
被
ら
れ
た
こ
と

に
影
響
を
与
え
な
い
。

大学論叢淑徳

〔
訳
注
〕

（
1
）
b
o
。
。
け
白
。
同
8
目
Φ
×
9
B
言
三
一
〇
昌
の
訳
語
と
し
て
は
「
死
体
解
剖
」
、
「
検
視
」
（
法
令
〈
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
等
〉
用
語
）
、
「
検
死
」
な
ど
も

 
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
文
脈
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
の
語
の
意
味
（
死
因
決
定
の
た
め
に
屍
体
（
死
体
）
を
検
査
す
る
こ
と
）
を
考
え
て
、

 
「
検
屍
」
の
語
を
当
て
た
。
な
お
、
「
検
死
」
の
語
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
こ
こ
で
は
、
の
碧
言
σ
q
の
を
、
規
定
の
内
容
を
考
え
て
、
本
文
の
よ
う
に
訳
し
た
（
い
わ
ゆ
る
適
用
除
外
条
項
）
。
た
だ
し
、
第
二
五
条
の
タ
イ

 
ト
ル
は
、
同
様
に
規
定
の
内
容
を
考
え
て
、
「
留
保
」
と
訳
し
た
（
い
わ
ゆ
る
留
保
条
項
。
。
碧
ぎ
σ
q
。
一
葦
の
①
。
た
だ
し
、
ω
目
く
ぎ
σ
Q
。
冨
⊆
の
Φ
の
語

 
は
適
用
除
外
条
項
の
意
味
を
含
め
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
。

（
3
）
o
同
の
訳
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
法
令
用
語
と
し
て
の
「
又
は
」
を
当
て
る
よ
り
も
本
文
の
よ
う
に
「
な
い
し
」
と
し
た
方
が
日
本
語
と
し
て

 
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
う
し
た
（
特
に
第
三
条
第
（
六
）
項
（
…
皿
）
な
ど
、
「
又
は
」
と
訳
す
と
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
る
）
。
こ
の

 
よ
う
な
判
断
か
ら
、
以
下
、
O
腎
を
適
宜
、
「
又
は
（
若
し
く
は
）
」
と
「
な
い
し
」
に
訳
し
分
け
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
な
い
し
」
の
語

 
は
法
令
用
語
と
し
て
の
「
乃
至
」
と
は
異
な
る
。

（
4
）
本
条
は
、
本
来
、
国
の
議
会
が
立
法
権
を
有
し
な
い
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
、
国
益
上
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
国
の
議
会
に
立
法
権
が
認
め
ら

 
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

（
5
）
本
条
は
、
本
来
、
国
の
議
会
が
立
法
権
を
有
し
な
い
事
項
一
般
に
亘
っ
て
、
非
常
事
態
宣
言
が
申
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
国
の
議
会
に
立
法

 
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

（
6
）
本
条
は
、
本
来
、
国
の
議
会
が
立
法
権
を
有
し
な
い
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
、
二
つ
以
上
の
州
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
は
国
の
議
会
に
立
法
権

 
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

（
7
）
一
九
九
四
年
現
在
、
イ
ン
ド
各
地
に
、
首
都
デ
リ
ー
以
下
、
計
七
箇
所
の
連
邦
領
が
あ
る
。

（
8
）
b
9
。
団
ヨ
Φ
暮
の
訳
語
と
し
て
は
「
支
払
い
」
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
の
b
塁
白
①
口
け
の
定
義
は
、
（
i
）
、
（
五
）
か
ら
推
測
し
て
、
第
一
九

 
条
の
規
定
（
臓
器
の
商
業
取
引
に
対
す
る
処
罰
）
を
睨
ん
で
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
「
報
酬
」
と
訳
し
た

一148一
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二
二

 
（
第
一
九
条
で
b
塁
ヨ
Φ
暮
を
「
支
払
い
」
と
訳
す
と
、
日
本
語
と
し
て
不
自
然
で
あ
る
。
同
条
に
お
い
て
「
報
酬
」
の
訳
語
が
適
当
で
あ
る
か

 
ど
う
か
も
疑
問
で
あ
る
が
、
他
に
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
）
。
な
お
、
他
の
箇
所
は
す
べ
て
「
支
払
い
」
と
訳
し
た
。

（
9
）
本
法
は
、
イ
ン
ド
医
療
評
議
会
の
再
構
成
、
イ
ン
ド
医
師
登
録
簿
の
整
備
及
び
関
連
事
項
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
そ
れ
以
前
の
一
九
三
三

 
年
法
は
廃
止
）
。

（
1
0
）
。
o
口
止
二
〇
コ
の
と
話
ρ
巳
お
白
Φ
暮
の
は
訳
し
分
け
る
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
条
件
」
の
一
語
を
当
て
た
（
第
二
四
条
第
（
二
）

 
項
（
b
）
に
お
い
て
も
同
様
）
。
ま
た
、
第
九
条
第
（
四
）
項
（
a
）
及
び
（
b
）
に
お
い
て
も
、
同
様
に
、
8
同
門
。
。
碧
α
。
o
包
三
〇
匿
を

 
「
条
件
」
と
訳
し
た
。

（
1
1
）
ぎ
ρ
o
Φ
ω
け
の
訳
語
と
し
て
は
「
検
死
」
や
「
検
屍
」
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ぎ
ρ
話
。
・
け
が
法
の
規
定
に
従
っ
て
要
求
さ
れ
る
も
の
で

 
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
法
令
（
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
等
）
用
語
で
あ
る
「
検
視
」
の
語
を
当
て
た
。

（
1
2
）
本
条
は
、
礼
拝
、
埋
葬
等
の
場
所
に
侵
入
す
る
行
為
や
死
体
を
侮
辱
す
る
行
為
な
ど
を
罰
し
て
い
る
（
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
罰
金
刑

 
又
は
そ
れ
ら
の
併
科
）
。

（
1
3
）
本
来
、
o
o
§
b
9
⑩
導
を
「
本
来
的
に
資
格
を
有
す
る
」
、
Φ
目
℃
o
≦
Φ
N
Φ
侮
を
「
他
か
ら
与
え
ら
れ
て
資
格
を
有
す
る
」
と
訳
し
分
け
る
べ
き
で

 
あ
ろ
う
が
、
そ
う
す
る
と
日
本
語
と
し
て
繁
雑
に
な
る
の
で
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
訳
し
分
け
る
こ
と
に
あ
ま
り
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
の

 
で
、
本
文
の
よ
う
に
、
単
に
「
資
格
を
有
す
る
」
と
訳
し
た
。
な
お
、
第
六
条
に
お
い
て
は
o
o
8
b
Φ
8
暮
（
の
み
）
を
、
ま
た
、
第
四
条
第

 
（
一
）
項
、
第
五
条
法
（
二
）
項
及
び
第
一
一
条
に
お
い
て
は
①
ヨ
b
o
≦
霞
①
α
（
の
み
）
を
、
「
資
格
を
有
す
る
」
と
訳
し
た
。

（
1
4
）
医
師
登
録
を
規
制
す
る
と
こ
ろ
の
、
州
に
お
い
て
そ
の
時
に
効
力
を
有
す
る
法
律
の
下
で
設
置
さ
れ
る
医
療
評
議
会
（
イ
ン
ド
医
療
評
議
会
法

 
第
二
条
（
j
）
）
。

（
1
5
）
州
医
師
登
録
簿
（
イ
ン
ド
医
療
評
議
会
法
第
二
条
（
k
）
）
を
指
す
。
各
州
の
医
師
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
医
師
は
す
べ
て
イ
ン
ド
医
師

 
登
録
簿
ぎ
象
9
口
ζ
Φ
巳
。
巴
即
Φ
σ
q
δ
け
曾
に
登
録
さ
れ
る
（
イ
ン
ド
医
療
評
議
会
法
第
二
一
条
）
。

（
1
6
）
「
大
都
市
圏
ヨ
①
q
o
b
o
＝
鼠
戸
胃
Φ
霧
」
に
お
け
る
治
安
判
事
を
「
大
都
市
治
安
判
事
」
と
い
う
（
イ
ン
ド
刑
事
訴
訟
法
第
二
条
（
k
）
、
第
六

 
条
及
び
第
八
条
参
照
）
。

（
1
7
）
 
「
大
都
市
圏
」
以
外
の
地
域
に
お
け
る
治
安
判
事
を
「
司
法
治
安
判
事
」
と
い
い
、
第
一
級
と
第
二
級
に
分
か
れ
て
い
る
（
イ
ン
ド
刑
事
訴
訟

 
法
第
六
条
及
び
第
＝
条
参
照
）
。

（
1
8
）
中
央
政
府
の
規
則
制
定
権
を
指
す
。

（
1
9
）
イ
ン
ド
で
は
一
八
歳
未
満
の
者
を
い
う
（
イ
ン
ド
成
年
法
史
Φ
一
⇒
臼
9
口
ζ
巴
。
臣
昌
＞
9
第
三
条
）
。

（
2
0
）
本
法
は
治
療
目
的
の
鼓
膜
及
び
奇
骨
の
摘
出
及
び
移
植
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
デ
リ
ー
の
み
で
効
力
を
有
し
て
い
た
。

（
2
1
）
本
法
は
治
療
目
的
の
角
膜
の
摘
出
及
び
移
植
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
デ
リ
ー
の
み
で
効
力
を
有
し
て
い
た
。
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